
第 ５ ６ 回 藍 青 祭 が 行 わ れ ま し た ! !
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第三号

淵 高 だ よ り

日 程 曜日 全 体 会 施 設 見 学

第１回 １０月３１日 （土） 14:00～15:00 15:00～16:00

第２回 １１月 ７日 （土） 14:00～15:00 15:00～16:00

第３回 １１月１４日 （土） 14:00～15:00 15:00～16:00

第４回 １２月１２日 （土） 14:00～15:00 15:00～16:00

※申込は、右のQRコード読み取りで本校HPからお願いします。

学 校 説 明 会 (令和9年度入学選抜の詳細をお知らせします)

青春謳歌 ～ 藍に刻む一瞬 ～

学校説明会の
申し込みは、
こちらから

各団体幟 ①

今年度の藍青祭は数年ぶりとなる一般公開を行いました。今までは新型コロナウイルス感染症の影響
もあり、保護者の方や親族の方のみの公開でした。しかし、近隣の方などより多くの方に本校の生徒の
成果を見ていただきたいという想いから学校として一般公開を決断しました。これによって生徒たちの
熱量も例年よりも強く感じました。「どうしたらもっと早く、安く、食材を提供できるのか」「どうす
ればもっと来場者の方を楽しませることができるのか」など、担任の先生方を含めた活発な議論が行わ
れました。当日は予想を遥かに超える活気があり、特に体育館舞台では生徒たちが日頃の練習成果を存
分に発揮し、多くの来場者を魅了しました。そしてＰＴＡの皆様のご協力もあり、キッチンカーの出店
も、藍青祭の活気を支える大きな要因となりました。終了後には達成感もありつつ、でもどこか寂しそ
うな生徒たちの表情はこの藍青祭のすべてを表しているようでした。来年度も今年度の成果を踏まえ、
安心・安全な藍青祭が開催できるよう取り組んでまいります。第56回藍青祭にご協力いただいたすべて
の方々に感謝いたします。ありがとうございました。

西門装飾 各団体幟 ① 各団体幟 ②

３年 食品販売 ダンス部・体育館ステージ サッカー部・招待試合



さあ、フィンランドヘ出発だ!!

        

 【お問い合わせ】

   東 京 都 立 淵 江 高 等 学 校   

      〒121-0063 東京都足立区東保木間2-10-1  
    TEL：０３－３８８５－６９７１  FAX：０３－３８６０－１３０８

   ※ 総務部担当までお願いします
本校ホームページ

淵江高校の施設を紹介します ②

今回は、武道場屋上にある
プールです。施設見学では、
図書館に続いて人気のある施
設です。頭上に広がる大空、
解放感あふれます。外からの
視線を気にすることなく、水
泳に取り組むことができます。

昨年度のヨルダン王国派遣に続き、
10月11日には本校生徒４名が北ヨーロッ
パのフィンランド共和国に派遣されます。
これまでに、多くの海外の学生が来校し
ていましたが、本校の生徒がヨーロッパ
に派遣されるのは初めてです。
次号では、その派遣研修の成果をご報

告する予定です。

『単位認定』をしています

◇ボランティア活動…今年度、最初のボランティア活動は、
５/１０(日)に開催された「第三十四回足立区ボランティア
まつり」への参加でした。「白杖」での歩行や車椅子の体
験と補助方法について、参加団体の方々から学びました。
また、活動に関して実行委員会から感謝状をいただきまし
た。こうした活動を通じて、生徒は地域社会のとのつなが
りを深め、社会貢献の意義について学んでいます。

続いて、「花畑学園スポーツフェスティバル」、「花保住
区センターとの地域行事プラン計画」、竹ノ塚警察署「痴
漢防止キャンペーン」、同じく「防災訓練」、「竹の塚あ
かしあの杜夏まつり」への参加など、地域に密着したボラ
ンティア活動を展開しています。

◇インターンシップ（就業体験）…今年度はこれまでに21
名が医療施設や介護施設、保育施設などで、その施設の職
員の指導の下、一定の期間「職」の体験をしました。

【保 育】保木間保育園 他
【看 護】東和病院 他
【介 護】ハピネスあだち
【柔道整復師】ふくしま整骨院・鍼灸院
【言語聴覚士】苑田会ニューロリハビリテーション病院

『総合的な探究の時間』の取り組み

7/16(木)、体育館において『総合的な探究の時
間』の全体発表会が行われました。
本校では東京都教育委員会の“探究学習のパッ

ケージプログラム”【Tips Type２】…を活用し、
生徒の探究活動と教員の指導力向上を一体的に進め
ています。これにより、学校独自の「総合的な探究
の時間」の３年間のカリキュラムを自作・更新でき
るようになり、担当以外の教員にも指導方法や実践
実例を共有し、学校全体での継続的な指導体制を推
進しています。
具体的には、企業や専門機関などの外部人材を活
用し、特定のテーマや社会課題に対する探究活動を
行う集中プログラムを実施しています。
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